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北上下流日根牛地区築堤工事・堤内道路整備工事 工事開始のお知らせ

令和５年度 新規工事情報

日根牛地区築堤工事

❋ 工事箇所

工 期 ： 令和５年８月２１日～令和６年３月２５日

作業時間 ： ８：００～１７：００

工事休業 ： 土曜日・日曜日（降雨等により、振替稼働の場合あり）

施 工 者： 株式会社 只野組

Ｔ Ｅ Ｌ ： ０２２０－２３－７２５３（現場事務所）

🔷 工事概要について

工 期 ： 令和５年８月２１日～令和６年３月１１日

作業時間 ： ８：００～１７：００

工事休業 ： 土曜日・日曜日（降雨等により、振替稼働の場合あり）

施 工 者： 株式会社 只野組

Ｔ Ｅ Ｌ ： ０２２０－２３－８０１６（現場事務所）

❋ 工事箇所

🔷 工事概要について

日根牛地区堤内道路整備工事

Ａ区間 Ｂ区間 Ｃ区間

米谷出張所は、岩手県境から分流施設上流までの北上川を管理しています。

ここでは、出張所管内での様々な活動をお知らせいたします。

東和登米線（Ａ・Ｂ区間）では、登米中学校前と羽沢川橋の道路の切り替

えを行います。完成後は、赤色と緑色の部分が通行できるようになります。

国道342号（Ｃ区間）は、旧道の撤去工事を行います。

工事に伴い、片側交互通行になりますので、誘導員の指示に従い通行して

ください。

市道浦小路黄牛線をEPSブロック（発泡スチロール）工法で盛土を行い、

道路の土台をつくります。大型の発泡スチロール材（高さ0.5ｍ×幅１ｍ×

長さ２ｍ）を敷き詰め、各層毎に積み重ねて盛土材料として施工します。

県道東和登米線

国道３４２号

※ 発泡スチロールは、軽量で地盤沈下が起こ

りにくく、撥水性・耐久性が高く腐食しにく

いため、安全な道路の土台となります。

発泡スチロール材を使用しての２層目までの状況

近隣のみなさまには、ご不便をおかけいたしますが、ご理解

とご協力をお願いいたします。ご質問等ございましたら、各現

場事務所または米谷出張所までご連絡お願いいたします。

ま い や



国土交通省 東北地方整備局 北上川下流河川事務所 米谷出張所

〒987-0902  宮城県登米市東和町米谷字古舘5-4 ＴＥＬ 0220(42)2211     ＦＡＸ 0220(42)2249

北上川下流河川事務所ホームページ ＵＲＬ： https://www.thr.mlit.go.jp/karyuu/
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浦小路黄牛線

河川協力団体である「とよま北上川かっぱの会」協力の下、９月２２日（金）に登

米小学校の４年生２２名が船に乗って北上川で体験学習をしました。当日は登米船着

場を出発し、脇谷洗堰の閘門（船通し水門）を通過するなど、北上川を身近に感じ楽

しく学ぶことが出来ました。

米谷出張所からは、参加した皆さんに河川構造物カードを配付しました。

東北大学の漕艇部が北上川で遠漕を行いました

東北大学の漕艇部が、新人のトレーニングの集大成として、同期とともに１６０㎞超えの試練に向かい、仲

を深め、ボートの根源的な楽しさを知る目的で遠漕を行いました。今回で２回目の実施になります。

この遠漕は、柳津船着場から出発して、岩手県平泉町まで北上してから、石巻の船着場へゴールするという

４日間の行程でした。オデッセイ艇（４名の漕ぎ手と舵手１名）３艇と救助艇１艇で日々の練習の成果を発揮

し、北上川を力強く漕いでいきました。
遠 漕 の 様 子

登米船着場から出発 登米大橋を抜けて… ぐんぐん上流へ

冠木船着場で休憩力強いです☆

冠木船着場

係の人に説明を受けます

見上げる景色は、どう？

救命胴衣を装着して出発 いってきま～す☆

無事、脇谷船着場到着船通し水門をくぐります


